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何年か前に「レターズ」に書かせ
て頂いたので、今回お話を頂いたとき
にすでに免役済みとお答えしようかと
思ったら、既出は「去るに当たって」
という欄で、「出身者の今」というの
は出所後の活動を報告する場のようだ。
2007年の秋に分子研から京都に移り、
あっという間に10年以上が過ぎた。貴
重な機会を頂いたので振り返って雑感
を述べてみたい。
私が分子研にお世話になったのは、

1997年からの約2年間と2004年か
らの3年余りで、当時はレーザーのコ
ヒーレンスを使って化学反応を制御す
るという話が期待をもって見守られて
いる雰囲気があった。当時(光)触媒
の大家の先生と飲んだ時に、既存の合
成手法では難しくて作れない貴重な分
子はたくさんある、それがレーザーで
できるのであれば少量しかできなくて
も多少金がかかっても絶対有用だから、
早くやれと強調された。当時すでにい
くつかのデモンストレーションがhigh 
impact journalを賑わせており、この
まま行けば10, 20年後にはそのよう
な世の中が来るのかという期待があっ
た（できるわけないじゃんという声も
あった）。可能性を広げるには表面触媒
反応を変調することが必要・有効だと

確信して、自分は表面ダイナミクスを
根城にした。しかしすぐに、たとえ超
高真空下で単純化した系でも吸着系（だ
けに限らないが）は現象が複雑で、と
いうよりは十分な微視的ダイナミクス
の情報を得るには既存実験手法では不
十分で、現状で制御うんぬんというの
は目隠しで鉄砲撃つような状態だ、こ
の現状を解決せねばとの問題意識をも
つに至った。残念ながら（気相や溶液
での）変調の先駆的ないくつかの報告
では、収率が1.2倍になったという話
はあってもゼロを１にしたという話は
なかなか出てこず、これが他分野の理
解を得ることを難しくしたのだろうか
最近はほとんどこの手の話を聞かなく
なった。界面での反応は異種原子分子
の結合を新しく形成しうるため、また
基板との相互作用を利用して光で変調
する余地が（界面電子・エネルギー移
動により）広がるため、自分はまだ可
能性を信じている、しかしそれには必
要なダイナミクスの情報を得る実験手
法が不十分だ。
数年前NewportでGordonの表面

ダイナミクスの会議に呼んで頂いた。
その年は歴史の長い固気界面のダイナ
ミクス研究者が主であり、目立った話
では例えば、配向分子線の表面散乱と

スピン分極の相関を見る素晴らしい実
験報告があり、会場では大絶賛であっ
たが、ご本人に伺うと国内では後継者
がなく技術も途絶えると懸念されてい
た。大家のAart Kleyn は蘭国退職後
中国に拠点を移して研究しているとの
ことであった。中国は流行りの分野に
巨額投資するだけでなく、伝統の研究
分野の優秀な人材にも投資して人的資
源を集めるのだと少し驚いた。黎明期
の米国が自由をウリに欧州の優秀な人
材を集めたようなことが起こるのだろ
うか。彼が次の会場を決める夕食後の
会議の場で香港での開催を提案したが、
大方の欧米の参加者はout of question
といって取り合っていなかった。分野
を広げる意図だったと思うが、正解は
どっちだろう。
金属vs気体界面のダイナミクスは分

子が飛んできて金属表面に衝突してま
た離れていくという単純な過程である
が、そこで何が起きているかを十分に
記述する理論手法も発展途上で、実験
的に直接観る手段はなく、初めをでき
るだけ規定して散乱させ終わりをでき
るだけ詳細に計測するのが現状最善策
である。衝突の事象がDuty比の低いレ
ア・イベントであるために、散乱過程
の起きている表面を分光計測しても平

これからの課題
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均的な応答しか得られず、肝心のイベ
ントのみを反映する信号は期待できな
い。飛んできた分子が表面原子と接触
する過程で電子の飛び移りや、そこに
核の運動がどのように関与するかをリ
アルタイム計測できるのであれば、誰
でも見たいと思うはずであるが、現状
そのような手法は存在せず、隔靴掻痒
の状態である。これは何も気相・固体
相互作用に限った話ではなく、液体・
固体界面での電極反応や触媒反応もす
べて鍵となる過程はレア・イベントで
ある。実は界面だけでなく、あらゆる
熱活性化過程に当てはまる話であり、
既存の計測手法では個々の事象のダイ
ナミクスを直接観測することができな
い。レーザー時間分解分光で高速現象
が見えるのは、Norrish-Porterのフォ

トリシスの発想で過渡状態をドカンと
高密度に用意して検出を容易にしたか
らであり、その後の技術進展でパルス
幅が短くなったり、高次効果に敏感に
なったりしてきたわけであるが、結局
熱揺らぎの中で起きるレア・イベント
に対する感度という点は置き去りにさ
れてきた感がある。自分のやるべきこ
とはその打開策を開拓することだと考
えている。
最近は大規模計算の進展著しいが、

結局正しいことをやっているかどうか
は実験と照らし合わせなければいけな
いはずだが（大規模シミュレーション
を真面目にやっておられる先生に伺う
と研究を始めてまず感じるのは絶望で
すよねと表現された）、現在の計算資
源が出せる範囲の微視的情報とうまく

マッチングするダイナミクスの実験
データが現状不十分なのだ。反応収率
とか速度は測れるがこれらは出口付近
のレア・イベント情報で、そこに至る
手前の分光情報をむしろ試金石とする
べきなのだが、その石がない。膨大な
自由度の中で、目的とする現象を駆動
する重要な要素は何か？その情報にど
うやってたどりつくか。手に入るとい
うことは、ほぼ変調する手がかりも得
られるということだと信じたい。その
探求の先に真の現象の理解があり、「有
益な」物性発現予測につながるはずで
ある。それが夢でない実例をたくさん
出さなくてはいけない。それが理論屋
さんの椅子を増やして着実に知見を積
み上げる営みの持続を可能にするはず
である。

いつもお世話になっております

仙台から岡崎に移ってきたのは2004
年の春のことでした。東岡崎駅から心
臓破りの坂を登り満開の桜に出迎えら
れて感じた心地よい緊張感は今でも記
憶にしっかりと刻まれています。分子
研では技術課に採用され、当時の分子
制御レーザー開発研究センター（以下、
レーザーセンター）に配属されました。
レーザーセンターでは共同利用に関

する共通業務を進めると同時に、新し
いレーザー制御技術の開発を目指して
大森グループでの研究活動にも参加を

させていただくことになりました。大
森グループでは精密に制御された超短
パルスレーザーを駆使して分子状態を
制御するという非常にチャレンジング
な研究を展開していました。大森グルー
プも、ちょうどその当時に新しく分
子研に立ち上がった研究室であったた
め、時同じくして採用された香月浩之
助教（現：奈良先端科学技術大学　准
教授）とともに、何もない広い実験室
の電気配線や水道工事などの環境整備
から始めたのは今ではいい思い出です。

そのような実験室にも新品の超短パル
スレーザーや最先端の波長変換システ
ム、真空チャンバーなど日毎に実験装
置が揃い始め、夏休み前には新しいデー
タが出始めました。この数ヶ月の間に
一気に進めた立ち上げ作業は「もう一
度やってみろ」と言われても気力と体
力が持つものか、今では疑問でありま
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す。ただ、こういう充実した時期は何
とも不思議なもので、突然発生する飲
み会やUVSORでのBBQなどに参加す
ることでさらに充実した気持ちで研究
現場に戻ったものでした。そしてもう
一つこの飲み会を通じて得られたもの、
それはなんと言ってもそれぞれの研究
や施設について議論しながら多くのこ
とを勉強できたことではないかと思い
ます。「飲みながら」ということもあ
るでしょうか、ただでさえ議論好きな
研究者が集まる分子研では時折「励起
状態」に遷移し、激しい意見をぶつけ
合うこともあり、この時は「励起状態
の精密な制御」の難しさを実感したも
のでした。しかし、このような場で意
見をぶつけあうことで実は自分自身が
よくわかっていなかったことに気づか
されたり、その現象の本質を考えさせ
られたりということも本当に多かった
と感じています。こういった他分野の
研究者や技術者と真剣に議論できる場
が日常的にあったのは分子研の強みの
ひとつではないだろうかと感じていま
す。さて大森グループでの話題に戻り
ますと、大森グループでは週に一度全
員から研究進捗状況の報告や次の予定・
計画を議論する場がありました。当時
からグループには多くの外国人もメン
バーとして所属していたため、これら
はすべて英語で進められましたが、こ
れが慣れるまでは相当厳しかったこと
が思い出されます。大森先生の緻密な
考え方は、その研究報告一つとっても
全てがデータに基づいた論理的な展開
が必要であり、これらの日々の研究活
動の中から多くのことを学び、それら
は現在の私自身の考え方や研究教育の
ベースにもなっていると思います。そ
してこれらの技術開発や研究を進める
上では当時のポスドクであった穂坂綱
一さん（現：東京工業大学助教）、助

教の武井宣幸さん（現：京都大学特定
准教授）らと一緒に試行錯誤をしなが
ら一つ一つ難題をクリアしていくこと
は非常に楽しい時でもありました。ま
た、発生する問題の解決には同じ技術
課の仲間にも本当にお世話になりまし
た。中でも真空系や測定系の装置に関
するトラブル等の際には「困ったら
UVSOR」というほど中村永研さんや繁
政現技術課長などUVSORの仲間には
助けられた記憶があります。また電子
回路や機械設計・工作などの装置作り
では豊田さんや前技術課長の鈴井さん
には様々な助言もいただきながら進め
ることができたのは本当に心強い環境
であったと実感しています。こうして
分子研での長いようで短い5年が過ぎ、
縁あって生まれ故郷の岩手大学に移っ
たのは2009年の春でした。岩手大学
では工学部（現在は理工学部）、主に電
気電子通信コースの技術職員として研
究教育に携わることになりました。そ
れまでの東北大学多元研や分子研とは
違い、学生実験や様々な実習などの業
務を通して日常的に学生と一緒に過ご
す機会が増えたことに、これまでには
ない新鮮味を感じたのは記憶に新しい
ところです。同時に理工学部内で研究
を進められているレーザーを利用した
極小磁場測定や、素粒子物理に関する
研究などにも参加をしていますが、こ
れらは分子研や東北大学での経験が非
常に役に立つ場面が多いことを実感し
ています。また、岩手大学での研究教
育とあわせて、現在でも分子研大森グ
ループの研究にも参加をさせていただ
いているのですが、ここで継続的に世
界最先端の研究に触れながらその技術
や経験を岩手大学にフィードバックで
きることは大変充実した環境であると
心から感謝しています。特に現在は岩
手大学の研究現場で求められている機

器開発と、大森Gで必要な実験機器と
を装置開発室と共同で技術開発・交流
を進めています。例えば岩手大学で進
めているLPWA（Low Power Wide 
Area）無線を利用した警報システムは、
大森Gからのニーズにより装置開発室
で開発が進められている「温度モニタ
リング警報システム」として応用する
ことができます。これまでは研究現場
で必要とされて開発した実験機器等は、
限られた研究室で限定的に利用される
場面が多かったと思います。今後は他
大学や研究所とも広く連携することで
技術を共有し、新しい技術系職員のあ
りかたを考えるきっかけにも私自身つ
ながっています。
分子研を離れて早10年ではありま

すが、今でも多くの場面で一緒に活動
する機会をいただいています。このよ
うに多くの人が分子研に来てはまた旅
立っていく、「超」流動的な環境にも関
わらず、また帰ってきやすい雰囲気が
あるのも分子研の魅力だと感じていま
す。今後も分子研で叩き込まれたチャ
レンジング精神を忘れることなく、新
しい時代に挑戦していきたいと考えて
います。




